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ライブイメージングによるインスリン極性分泌機構の解析

膵島内のβ細胞は静脈系⽑細⾎管を取り囲むように配置されており、細胞刺激
後ではインスリン顆粒が⾎管⽅向へ集約されていることから、インスリンは⽑細
⾎管⽅向へ極性分泌されることが組織化学実験により⽰唆されている。しかし、
どのようなメカニズムで⾎管⽅向へのインスリン極性分泌が⾏われているのか、また
β細胞では神経終末に⾒られるような⾼電⼦密度のアクティブゾーンが電⼦顕微
鏡下で観察されないため、膵β細胞にも神経アクティブゾーンのような特別な極性
分泌部位が存在するのかどうかは⻑年議論されてきた。私達は最近、神経
アクティブゾーンに局在するアクティブゾーンタンパク質 ELKSが膵β細胞にも発現
しており、⾎管⽅向へのインスリン極性分泌を調節していることを⾒出している。
本セミナーでは最新のイメージング解析結果を紹介し、膵島内β細胞の⾎管
⽅向への極性分泌メカニズムについて考察したい。


